
【修士課程教育プログラム】 

2.4 建築学専攻

(1) 教育方針

① 専攻における研究･教育の必要性

建築学は人類の生活に関与する多様な学術分野を担っており、地球環境の永続的な発展

と文化の創造に対して大きな責任を負っている。高度な機能を有し、安全・安心を維持し、

文化創造を推進するための多様な建築空間の実現が現代社会において求められている。

② 教育の目的

建築学における計画・構造・環境の各分野の基礎的部門の教育と先端的研究を推進すると

ともに、建築を自然環境と生活環境のなかで総合的・実践的に捉え直し、既成の専門分野に

とらわれずに分野横断的で幅広い専門的知識と創造性を修得させる。

③ 教育の到達目標

建築学に関する基礎的・実践的教育により、建築を総合的な幅広い視点から捉えることが

でき、国際性と創造性、研究の推進能力、研究成果の論理的説明能力、豊かな教養と高い倫

理性を備え、また成果と意義を国際的な水準で議論する能力、自ら課題を発見し解決する基

本的能力と意欲を有する高度技術者、研究者を育成する。

(2) 修了に必要な単位

科目区分 単位数 

コア科目 0単位以上 

Major 科目（基礎科目） 8 単位以上 

Minor 科目（発展科目） 0 単位以上 

ORT 科目 10 単位以上 

その他の科目 必要に応じて指導教員の指導・承認を得て履修 

合計単位 30 単位以上 

【注意事項】 

1）課程を修了するためには、科目区分毎に指定される単位数を満たし、かつ合計単位数

を満たす必要がある。

(3) 履修モデル

入学当初の履修ガイダンス時に資料に基づいて説明する。 
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(4)科目標準配当表（建築学専攻（修士課程））

前期 後期
コア
科目

基礎
科目

発展
科目

2R7
科目

��%��� 　建築環境計画論Ⅰ 三浦 � � ○

��%��� 　建築設計力学 竹脇 � � ○

��%��� ＊高性能構造工学 聲高 � � ○

��%��� 　応用固体力学Ⅰ 大﨑 � � ○

��%��� 　応用固体力学Ⅱ 大﨑 � � ○

��%��� 　環境制御工学特論 原田 � � ○

��%��� 　生活空間学特論 竹山 � � ○

��%��� 　建築環境計画論Ⅱ 吉田 � � ○

��%��� 　人間生活環境デザイン論 神吉 � � ○

��%��� 　建築史学特論 冨島 � � ○

��%��� ＊建築設計特論 平田 � � ○

��%��� ＊建築論特論 田路 � � ○

��%��� ＊建築プロジェクトマネジメント論 金多 � � ○

��%��� 　人間生活環境認知論 石田 � � ○

��%��� 　構造解析学特論 大﨑 � � ○

��%��� コンクリート系構造特論 西山・谷 � � ○

��%��� 　耐震構造特論 西山・谷 � � ○

��%��� 　鋼構造特論 聲高・高塚 � � ○

��%��� 　構造安全制御 (防災研)池田・倉田 � � ○

��%��� 　建築振動論 林・(防災研)西嶋 � � ○

��%��� 　都市災害管理学 (防災研)松島・(防災研)西野 � � ○

��%��� 　建築風工学 (防災研)丸山・(防災研)西嶋 � � ○

��%��� ＊建築技術者倫理 西山・神吉・(防災研)牧・大谷・(防災研)西野 � � ○

��%��� 　建築環境物理学特論 小椋 � � ○

��%��� 　建築地盤工学 竹脇 � � ○

��A��� 　構造材料特論 金子 � � ○

��A��� 　居住空間計画学 柳沢 � � ○

��%��� 　静粛環境工学 高野・大谷 � ○

��%��� 　音響空間設計論 大谷・高野 � � ○

��;��� 　デザイン方法論 (デザイン)中小路・三浦・神吉・牧 � � ○

��;��� 　建築・都市デザイン論 神吉・竹山・平田 他 � � ○

��;��� 　建築構造デザイン論 林・杉野 他 � � ○

��A��� ★環境デザイン論 (地球環境)小林 � � ○

��L��� ◎建築学コミュニケーション(専門英語) (非常勤講師)ツォイ・竹山 � � ○

��L��� ＃◎実践的科学英語演習Ⅰ (GL)西川・田中・松本・蘆田・前田 (�) １ ○

��L��� ＃◎工学と経済（上級） リントゥルオト � �

��%��� 　建築学総合演習 所属分野教員 (�) (�) � 必修

��%��� 　建築学特別演習Ⅰ 所属分野教員 (�) (�) � 必修

��%��� 　建築学特別演習Ⅱ 所属分野教員 (�) (�) � 必修

��L��� ＃工学研究科国際インターンシップ１ (GL)西川、関係教員 �

��L��� ＃工学研究科国際インターンシップ２ (GL)西川、関係教員 �

��L��� ＃◎エンジニアリングプロジェクトマネジメント (GL)松本・田中・蘆田・前田・リントゥルオト � �

��L��� ＃◎エンジニアリングプロジェクトマネジメント演習 (GL)松本・田中・蘆田・前田・リントゥルオト (�) �

��G��� ♭研究倫理・研究公正（理工系） (教育院)伊藤・(教育院)加藤・川上 集中 ���

��G��� ♭学術研究のための情報リテラシー基礎 (教育院)喜多 集中 ���

��G��� ♭データ科学：理論から実用へⅠ (非常勤講師)島谷 集中 �

��G��� ♭データ科学：理論から実用へⅡ (非常勤講師)中野 集中 �

��G��� ♭◎大学院生のための英語プレゼンテーション (教育院)RYLANDER 集中 �

科目区分
科目
コード

科目名 担当教員

毎週時数

単位

集中

集中



前期 後期
コア
科目

基礎
科目

発展
科目

2R7
科目

��%��� ＊インターンシップⅠ（建築） 神吉・吉田 (�) (�) �

��%��� ＊インターンシップⅡ（建築） 神吉・吉田 (�) (�) �

��%��� ＊建築設計実習 平田 � �

��%��� ＊建築設計演習Ⅰ 田路 � �

��%��� ＊建築設計演習Ⅱ 竹山 � �

��%��� ＊建築工┘理実習 金多・(非常勤講師)Ỉ川 � �

��%��� 　研究論ᩥ（修ኈ） 必修

�ซ�

科目
コード

科目名 担当教員

毎週時数

�単位࡞必せ修ࡶらのᖺᗘのධ学者ࢀࡇ、ࡀ࠸࡞ࡀ平ᡂ��ᖺᗘ௨前の学修せぴへのグ㍕、ࡣ音響空間設計論ࠖࠕ�
と࡚ࡋ認ᐃࠋࡿࡍ

単位

科目区分

◎英語科目　★他研究科科目　＊建築ኈཷ㦂㈨᱁ࡿࡅ࠾実ົ経㦂ヱ当ࡿࡍ科目　＃工学研究科ඹ㏻ᆺᤵᴗ科目　♭大学院ඹ㏻・ᶓ᩿教育科目

�㸬ࠕ建築学総合演習ࠖࠕ建築学特別演習Ⅰ㸪Ⅱࠖࠕ研究論ᩥ（修ኈ）ࠖࡣ必修࡛ࠋࡿ࠶

�㸬上⾲௨እの科目࡛、他専ᨷ・他研究科科目、ࡑの他建築学専ᨷ࡛認めた学科目ࡣ࡚࠸ࡘ、ᒚ修Ⓩ㘓時ᣦᑟ教
   員のᣦᑟのୗ࡛専ᨷ㛗のᢎ認ࢆᚓࡇࡿと࡚ࡗࡼ、�単位࡛ࡲ修必せ࡞単位と࡚ࡋ認ᐃࠋࡿࡍ᪥本語教育科目
ࠋ࠸࡞ࡋ認ᐃࡣ࡚ࡋ単位と࡞必せ修ࡣ࡚࠸ࡘ 　

�㸬ࠕ建築学特別演習Ⅱࠖࠕ、ࡣ建築学特別演習Ⅰࠖࢆ修ᚓࡋた後ᒚ修ࡇࡿࡍとࢆ原๎とࠋࡿࡍたࢆࡴࡸ、ࡋࡔᚓ
ࠋとࡇࡿࡅཷࢆᣦᑟ教員と専ᨷ㛗のᢎ認ᒚ修Ⓩ㘓時 、ࡣሙ合ࡿࡍᒚ修ᖺᗘ୍ྠࡎ 　

�㸬ࠕ建築学総合演習ࠖのᒚ修ࡣ、�ᖺ間ࢆ原๎とࠋࡿࡍ

�㸬建築ኈཷ㦂㈨᱁ࡿࡅ࠾実ົ経㦂ヱ当ࡿࡍ科目のࠕ、ࡕ࠺インターンシップⅠ（建築）ࠖࠕインターンシップⅡ
  （建築）ࠖࠕ建築設計実習ࠖࠕ建築設計演習Ⅰࠖࠕ建築設計演習Ⅱࠖࠕ建築工┘理実習ࠖࡣ、修必せ࡞単位
   とࡣ࡚ࡋ認ᐃࠋ࠸࡞ࡋ

�㸬ࠕ工学と経済（上級）ࠖࡣ、修必せ࡞単位とࡣ࡚ࡋ認ᐃࠋ࠸࡞ࡋ

�� 平ᡂ��ᖺᗘ௨前のධ学者ᑐ࡚ࡋ㛤講࠸࡚ࡋたࠕ建築情報シࢫテ࣒学特論ࠖࡣ平ᡂ��ᖺᗘࡣ㛤講ࠋ࠸࡞ࡋ
平ᡂ��ᖺᗘ௨㝆の㛤講ࡣᮍᐃ࡛ࠋࡿ࠶

�� 平ᡂ��ᖺᗘ௨前のධ学者ᑐ࡚ࡋ㛤講࠸࡚ࡋたࠕ建築設ഛシࢫテ࣒特論ࠖࡣ平ᡂ��ᖺᗘࡣ㛤講ࠋ࠸࡞ࡋ

��� (教育院)ࡣ国際高➼教育院ࢆពࠋࡿࡍ

��� 科目ෆᐜのヲ⣽（シラࢫࣂ）ࡣ࡚࠸ࡘ、工学研究科࣍ー࣒࣌ージ（8RL�KWWS���ZZZ�W�N\RWR�X�DF�MS�V\OODEXV
�JV�）ࢆཧ↷ࡇࡿࡍとࠋ

��平ᡂ、ࡣ静粛環境工学ࠖࠕ���ᖺᗘ௨前の学修せぴへのグ㍕ࢀࡇ、ࡀ࠸࡞ࡀらのᖺᗘのධ学者ࡶ修必せ࡞単位
と࡚ࡋ認ᐃࠋࡿࡍ

࠸࡞ࡀ平ᡂ��ᖺᗘ௨前の学修せぴへのグ㍕ࡣ建築構造デザイン論ࠖࠕ建築・都市デザイン論ࠖࠕデザイン方法論ࠖࠕ���
ࠋࡿࡍ認ᐃ࡚ࡋ単位と࡞必せ修ࡶらのᖺᗘのධ学者ࢀࡇ、ࡀ

��� 平ᡂ��ᖺᗘ௨前のධ学者ᑐ࡚ࡋ㛤講࠸࡚ࡋたࠕ音環境設計論ࠖࡣ平ᡂ��ᖺᗘࡣ㛤講ࠋ࠸࡞ࡋ

��� 平ᡂ��ᖺᗘ௨前のධ学者ᑐ࡚ࡋ㛤講࠸࡚ࡋたࠕ建築環境ㄪᩚ学ࠖࡣ平ᡂ��ᖺᗘ௨㝆ࡣ㛤講ࠋ࠸࡞ࡋ

��� 平ᡂ��ᖺᗘ௨前のධ学者ᑐ࡚ࡋ㛤講࠸࡚ࡋたࠕ建築都市ᩥ史学特論ࠖࡣ平ᡂ��ᖺᗘࡣ㛤講ࠋ࠸࡞ࡋ

��㸬ࠕ工学研究科国際インターンシップ１ࠖࠕ工学研究科国際インターンシップ２ࠖࠕエンジニアリングプロ
　　ジェクトマネジメントࠖࠕエンジニアリングプロジェクトマネジメント演習ࠖࡣ、修必せ࡞単位と࡚ࡋ
ࠋ࠸࡞ࡋ認ᐃࡣ　　
��� データ科学：理論から実ࠕ学術研究のための情報リテラシー基礎ࠖࠕࠖ研究倫理・研究公正（理工系）ࠕ

用へⅠࠖࠕデータ科学：理論から実用へⅡࠖࠕ大学院生のための英語プレゼンテーションࠖの㸳科目࠸ࡘ
㸬ࡿࡍ認ᐃ࡚ࡋ単位と࡞必せ修ࢆ࡛ࡲ合計࡛２単位、ࡣ࡚
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2.5 ೞྸ学専攻

(1) 教育方針

① 専攻における研究･教育の必要性 

機Ეᕤ学の対㇟はࣟࢡ࣑からࣟࢡ࣐にわたる広⠊ᅖな≀理⣔であり、現㇟解ᯒ・ࢩス࣒ࢸ

タ計から〇ရの⏝・ಖᏲ・ᗫᲠ・⏝をྵめたࣛイࢧࣇイࣝࢡ全⯡にわたる。本専攻は、

それらの科学技術の୰᰾となるᮦ料・⇕・ὶయ➼に関する力学（≀理）現㇟の解ᯒཬࡧ機Ე

 。࠺⾜のタ計論の研究にᦠわるඃ⚽な研究者・技術者の養成を࣒ࢸスࢩ

② 教育の目的 

機Ეᕤ学ཬࡧその基礎ᕤ学の研究者・技術者として、学ၥ分野、⏘ᴗ⏺、社会で求められ

ているࢬ࣮ࢽに応えるࡃ、῝いὝᐹ力と知的✚を⫼ᬒにした豊かな創造力を有する研

究者・技術者を養成する。 

③ 教育の到達目標 

機Ე理ᕤ学の基礎となる学ၥを⩦得するとともに、機Ე理ᕤ学に関㐃した分野から課題

を㑅ᢥし、その解決᪉ἲの㛤ᣅ・実⾜を、⩦得した知識を活⏝して、自らの力で達成するこ

とを修ኈ課程の到達目標としている。 

(2) 修了に必要な単位

科目区分 単位数 

コア科目 10 単位以上 

Major 科目 10 単位以上 

Minor 科目 0 単位 

ORT 科目 8 単位以上（必修をྵࡴ） 

その他の科目 必要に応じて指導教員の指導・承認を得て履修 

合計 30 単位以上 

【注意事項】 

1）課程を修了するためには、科目区分毎に指定される単位数を満たし、かつ合計単位数

を満たす必要がある。 

(3) 履修モデル
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